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第１回国際公開講座・地域経営学会研究会 
（第 31 回大会プレ企画）同時開催案内 

青森公立大学地域連携センタープロジェクト＆地域経営学会 

 

 

統一テーマ：政府経営の分権化と地域創生：日韓比較調査を踏まえて 

 
日時：５月１９日（土） １３：００―１５：３０ 

会場：沖館市民センター 会議室 
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青森公立大学地域連携センタープロジェクト＆地域経営学会 
 

日時：５月１９日（土） １３：００―１５：３０ 

会場：沖館市民センター 会議室 

  

統一テーマ： 政府経営の分権化と地域創生：日韓比較調査を踏まえて 

インバウンド・アウトバウンド（海外から、海外へ）の流れが加速してきています。まさに、グローバ

ルな視点から、我々の市民生活、ビジネスを見つめ直し、実践していく多くの機会が生まれている

と思います。 

去る 2 月に、韓国における新進気鋭の高麗大学教授・前韓国行政学会長、崔興碩氏（Prof. 

Heungsuk CHOI）が訪日し、講演を行ないました。崔興碩氏は、ITを駆使し、市民協働の学習する

組織経営を“３．０経営戦略”と称し、自治体政府経営改革を世界的に提唱、高い評価を得ている

研究者です。今回は、この続編で、分権時代に相応しい、自治体経営のあり方を、日本と比較しな

がら考察していきます。 

崔興碩氏は、長く米国で研究をしており、英語と中国語が堪能です。氏は現在、青森市におい

て、高齢者福祉、介護、保健所の実態調査を行なっていますが、今回は、グローバルな社会環境

の変化の中で、ポスト工業社会における都市政府の改革を如何に行なっていくべきか、韓国ソウ

ルの事例と日本とを比較しながら、検討を加えます。後半は、氏の報告を受け、2 月に引き続き、

今後に求められる自治体政府経営及び地域経営の課題と展望について、検討を深めていきま

す。 

 

メインスピーカー： Heungsuk CHOI (崔興碩) 高麗大学教授 Ph.D. 

           前韓国行政学会会長 

 

司会/コーディネーター: 遠藤哲哉 (青森公立大学)＆工藤朝彦（一社・青森市国際交流協

会＜AIVA>会長）（英語及び日本語） 

  

◎企画１： 公開講演 国際公開講座 13: 00-  

   テーマ： グローバルなポスト工業社会の挑戦と都市ガバナンス改革：韓国ソウルの事例

を下に “Global and Post-industrial Challenges and Urban Governance Reform: Case of 

Seoul Metropolitan  

◎企画２： 国際研究会  14: 00-   

   テーマ： 地域経営と地域の活性化： ３．０政府組織の経営戦略の観点から 

Local Decentralization and Regional Development : From the view point of the “3.0 Local 

Government Organizational Strategy” 

 参加者： 自治体職員、研究者、一般市民、学生（無料） 

 
参加申し込み：事前申し込み必要ありません。なお、非学会会員は、無料です。学会員 1000 円 
 
＜問い合わせ先＞＊公開講座責任者： 青森公立大学 遠藤哲哉  
海外 MICE コーディネート 地域経営学会  青森公立大学大学院棟 1301 遠藤研究室 
TEL：017-764-1575 e メール：endooffice2010@gmail.com 
地域経営学会事務局 宛 E-mail：office@chiikikeiei.jp 




